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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　　　　岩盤の緩み領域が進展する１つの要因として、岩盤の不連続面のせん断破壊が知られている。筆者らは、

せん断状態における弾性波伝播特性を解明することによって、弾性波を用いた岩盤の緩み領域の評価法を提

案できるのではないかと考えている１）。本報告では、せん断状態における弾性波伝播特性を解明するために、

岩石供試体を用いた一面せん断試験時における弾性波測定が可能な試験装置を開発し、弾性波測定を行った。

また、一面せん断試験に伴うせん断変位と P波速度 Vp および第一波振幅値 A１）の相関関係について調べた。

２．供試体２．供試体２．供試体２．供試体

　　　　実験に用いた供試体は材料が均質な石膏であり、底面が 5.2cm×4.2cm、高さが

11cm の不連続面を有する直方体である。レーザー変位計を用いた不連続面の表面

形状を測定した後、供試体の不連続面の粗さを Cm 値２）を用いて定量化を行った。

各供試体の Cm値の測定結果は、表－１に示すとおりである。

３．実験概要３．実験概要３．実験概要３．実験概要

　今回開発した試験装置は、岩石供試体を用いて一面せ

ん断試験を行いながら、一定時間間隔(Δｔ)ごとに弾性

波測定を自動計測することができ、１分間に最大５回の

測定が可能である（Δｔ=12sec）。なお、今回の試験条件

は、表－２に示すとおりである。

４．実験結果４．実験結果４．実験結果４．実験結果

　図－１に、不連続面の粗さを定量化した

指標である Cｍ値とせん断強度の関係を示

す。同図より、各垂直拘束圧下において、

既往の研究２）で示されているように Cｍ値

とせん断強度の間に正の相関関係が見られ

た。また、せん断強度は垂直拘束圧の増加

に伴い、大きくなることが確認できた。

　次に、図－２に供試体 Dを用いた時の、

せん断変位と Vp の関係を示す。なお、図中

の矢印は、ピークせん断強度が発生した時のせん断変位を示している。同図より、

る Vpは、ピークせん断強度までは一定の値を示し、ピークせん断強度を超えると値

これと同様の傾向は、他の供試体 A、B、Cにおいてもに見られた。

　さらに、図－３に各供試体のせん断変位と第一波振幅値 Aの関係を示す。ここに

体の各垂直拘束圧下におけるピークせん断強度が発生した時のせん断変位を示して

ことがわかる。
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表－１　表－１　表－１　表－１　CCCCｍ値測定結果ｍ値測定結果ｍ値測定結果ｍ値測定結果

供試体供試体供試体供試体 CmCmCmCm 値値値値
A 0.56
B 0.60
C 0.88

D 0.98
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① 第一波振幅値 Aは、全体的にピークせん断強度が発生した後に急激に

低下すると考えられる。

② せん断状態における第一波振幅値 A と Cｍ値との間には、明確な相関

関係が見られなかった。

　一方、それぞれの垂直拘束圧下におけるせん断変位に伴う第一波振幅

値 A の変化を見るための図を図－４を示す。同図は、各垂直拘束圧下

（0.25MPa、0.5MPa、1MPa）におけるせん断変位と振幅比 A/A0 の関係を

示したものである。なお、振幅比 A/A0とは、せん断試験中に測定された

第一波振幅値Aをせん断変位が０の状態における第一波振幅値A0で除した

ものである。同図より、せん断変位の増加に伴って振幅比 A/A0は全体的に見ると減衰し、垂直拘束圧が大き

いほど減衰の程度が小さくなることがわかる。

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

①Vpはピークせん断強度まで一定の値を示し、ピークせん断強度を超えるとその値は低下する。

②第一波振幅値 Aは、全体的にピークせん断強度が発生した後に急激に低下すると考えられる。

③ せん断状態における第一波振幅値 Aと Cｍ値との間には、明確な相関関係が見られなかった。

④ せん断変位の増加に伴って振幅比 A/A0は全体的に見ると減衰し、垂直拘束圧が大きいほど減衰の程度が小

さくなる。
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